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Arduinoボードに差し直すと、自動的にドライバーがインストールされ、ドライバが認

識されることもあります。その場合はここでおしまいです。

⑩ 次に「デバイスマネージャー」の「ほかのデバイス」という項目に「USB Serial Port」が

ありますので、ダブルクリックしてください。「ドライバー」タグを選択し、「ドライバ

ーの更新」をクリックします。

図D.12　ドライバーソフトウェアの更新④

⑪ 下の「コンピュータを参照して……」を選択してください。

 そしてデスクトップの「CDM 2.06.00 WHQL Certified」フォルダーを選択してください。

 「サブフォルダーも検索する」をチェックするのを忘れないでください。

 「次へ」をクリックします。
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D.4　USBシリアルの設定法
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図D.13　ドライバーソフトウェアの更新⑤

⑫ するとドライバーがインストールされます。ウィンドウを閉じてください。

図D.14　ドライバーソフトウェアの更新⑥

これで、インストールは終了です。IDEから認識されるかチェックしてください。スケッ

チをアップロードできれば成功です。
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D.5　X-CTU のインストールと設定、XBee の設定

XBeeのインストローラと XBeeエクスプローラの接続に関する問題の解決法です。

症状 1：XCTU のインストールについて。

XCTUのインストールは本書に従いインストーラをダウンロードしてください。

64bit版でも簡単にインストールできます。ファームのアップグレードに時間がかかりま

す。通常は問題なくインストールできると思います。

症状 2：XBee エクスプローラが動かない。

XBeeエクスプローラは FTDI社の USBシリアルチップを使って USBシリアル変換チップ

を使っていますので、USB シリアルの設定法に従い設定していれば、問題なく XBeeエクス

プローラを認識します。

XBeeが認識されない場合は USBシリアルの設定からやり直してください。

XBeeエクスプローラを接続するとドライバーのインストールが開始され、Windows 

Updateがインターネットを使ってアップデートを開始します。時間がかかるのでキャンセル

してもいいです。

キャンセルすると、USB シリアルの設定でインストールされたドライバが使用されます

図D.15　ドライバーソフトウェアのインストール

XCTUの設定とテストを行ってください。問題なく実行できます。


